
　史上最高に暑かった夏が過ぎ、ようやく過ごしやすい季節となりましたが（そうであれば
良いのですが….）、皆様体調はいかがでしょうか。恒例の気象庁の9月1日の発表では今夏
の平均気温が過去30年の平均を2.36℃上回り、統計開始以降最も高かったそうです。群馬
県伊勢崎市で国内最高の41.8℃を記録され、最高気温の順位のトップ5がすべて今年の記録
（41.2℃以上）となりました。
　今年は大阪で万国博覧会が開催されていましたが、当初の関係者の不安をよそに、連日の猛暑の中でも残り２ヵ月の
時点で来場者数が1500万人を突破し、入場券の販売も運営費が黒字ラインとされる1800万枚を超えたとの発表があり
ました。1970年の大阪万博の際、私は小学3年生でした。当時はアポロとソユーズによる宇宙開発の全盛のころであり、
万博でも“月の石”が目玉で、アメリカ館とソ連館が大行列でした。それでも夏休みに訪れて両館ともかなり並んでこの
“石”を見てきましたが、暑くてしんどかったという印象は全くなく、とても楽しかったことが思い出として残っています
（お目当ての“この石”は“ただの岩石”という印象でしたが）。この50年で気候が急激に変動した証拠なのだと思いま
すが、今後50年後には一体どうなっているのでしょうか。普通に住み続けることのできる地球を後世に残すことが、私ど
もの喫緊の課題であると改めて思います。私の専門とする外科手術も決して地球に優しいものではありません。日本内
視鏡外科学会では内視鏡外科手術の地球環境に及ぼす影響をテーマとするセッションが毎年開催されています。よく腹
腔鏡手術で気腹にCO2を使用しているので温暖化に影響していると捉えられがちですが、これは工場から空気中に排
出されるCO2を再利用しているのでほとんど問題ありません。ただ医療材料のディスポ手術機器（血管を凝固切開した
り、臓器を自動縫合切開する機器など）は医療廃棄物となります。また相当の電力を消費しますし、機器の滅菌も必要
です。これらをすべてCO2排出量に換算して術式別に比較した研究では、最もCO2排出量が多いのはロボット支援下手
術、続いて腹腔鏡下手術であり、開腹手術が最も排出量が少ないと報告されています。皮肉なことに患者さんに優しい
手術は地球には優しくないということになります。それ故、ディスポ製品、機器の使用をできるだけ必要最低限にするよ
うに常に心がけながら手術を行っています。
　医師の働き方改革が始まり1年半となります。限られた人員の中で無理なく進めるため、当院でも救急医療体制の見
直しを今春から行ってきました。しかしそれにより地域住民の皆様、医療者の皆様に多大なご不安とご迷惑をおかけし
てしまい、まことに心苦しく思っています。本来の当院の理念でもあり、役割でもあります地域の皆様と勤労者の皆様に
安全で安心な医療を提供するべく基本に立ち返り、院内でも、タスクシフトの拡大や業務の効率化を徹底して進めてお
り、従来通り皆様のご要望にお応えできる体制が整いつつあります。
　今後とも地域医療機関の先生方と密接に連携し、地域医療のさらなる発展に精進して参りますので、ご支援、ご協力
をいただけますよう何卒宜しくお願い申し上げます。

和歌山ろうさい病院
副院長　岩橋　誠
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　当院内視鏡センターは通常内視鏡のみならず、食道や胃・十二指腸・大腸などの早期がんの内視鏡手術や、胆

道・膵臓領域を含めた幅広い検査・治療を専門的に行っております。

　2022年国立がん研究センターの調べでは部位別癌死亡数において、男性：２位大腸癌 ３位胃癌 ４位膵臓癌、

女性：１位大腸癌 ３位膵臓癌 ５位胃癌と我々消化器内科医にとって非常に残念な結果が報告されております。

検診での一次予防、日常診療における二次予防としての内視鏡検査の役割は非常に大きいと考えており、健康

意識の高まりとともに今後ますますの需要が予想されます。当センターといたしましては少しでも多くの検査・治

療を行える体制づくりを今後とも整えて参りたいと思います。

　当センターでは、2021年9月から最新の内視鏡機器を揃え、鎮静下での内視鏡検査と併せて経鼻内視鏡検査

も検診や通常観察の際に選択して頂けるようになりました。また、近年は超音波内視鏡検査の件数も大幅に増

え、胆道・膵臓がんの早期発見にも力を入れております。少しでも患者様の不安を払拭し、安心して楽に受診して

いただけるよう常々心がけております。

　内視鏡検査の増加、多様性に伴い、当センター看護スタッフはじめコメディカルの方々にも大変なご負担をお

掛けしておりますが、日々の安全・安心かつ迅速な検査は皆様あっての賜物と心から感謝をいたしております。

　また、近隣の先生方からもたくさんの患者様をご紹介頂き誠にありがとうございます。今後も少しでも地域医

療に貢献できるよう努めて参りたいと思いますので、今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

　少しでも多くの検査を行うことが多くの患者様の幸せにつながると信じて日々診療を行ってまいりますので、

他科の先生方にも引き続きたくさんのご紹介・ご予約を頂けますと幸甚です。「早期発見・早期治療で患者様に

笑顔を」を目標に内視鏡センター一同努力して参りたいと思いますので今後ともご指導のほどよろしくお願い致

します。

消化器内科の紹介

消化器内科　深津　和弘
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中央検査部　谷川　直人

　中央検査部は臨床検査科部長の坪田先生、大星先生のご指導の下で臨床検査技師25名と助手2名で日々の

業務に従事しています。臨床検査技師の守備範囲は広く、主な業務内容は検体部門、細菌部門、病理部門、生理

部門の4部門でそれぞれの部門で専門性が求められる認定資格を有した技師が臨床のニーズに応えるべく業

務に当たっております。

　認定資格の有資格者数は細胞検査士5名、超音波検査士9名、認定血液検査技師1名、認定輸血検査技師1

名、糖尿病療法指導士1名、神経生理学会専門技術師1名、認定病理検査技師2名、認定救急検査技師2名となっ

ています。

　検査部の運営方針としては臨床から信頼される質の高い検査室を目標にしています。ICT、NST、DMなどで

もチーム医療に積極的に参加しています。

　また、心カテの補助業務、整形分野術中モニタリングや迅速細胞診検査等でベッドサイドへ出向く業務にも力

を入れています。

　今後とも他診療科と連携して患者さまに役立つ検査結果を提供していけるように努めて参ります。ご指導、ご

協力をお願い致します。

中央検査部の紹介
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2025年度 肝疾患センター
市民公開講座 ～肝がん撲滅を目指して～

　2025年7月25日、肝疾患センター主催による市民公開講座を開催し、90名の方にご参加いただきました。講

座では、医師が「肝がんの原因」「早期発見の重要性と予防法」について講演を行い、コメディカルスタッフによる

体組成測定、肝硬度測定、個別健康相談も実施されました。

　慢性肝炎は、人間ドックや健康診断などの血液検査で発見されることが多いものの、自覚症状がほとんどない

ため、放置されてしまうケースが少なくありません。その結果、知らないうちに肝硬変や肝がんへと進行し、発見

された時にはすでに手遅れとなってしまうこともあります。しかし、慢性肝炎は早期に発見し、適切な治療を受け

ることで、肝硬変や肝がんの発症を予防することが可能です。病気に関する正しい知識を持つことが、専門医の

受診につながり、早期治療への第一歩となります。

　今回の講座では、個別相談や肝硬度測定を通じて、実際に肝臓内科を受診し、精密検査や治療を開始された

方が3名いらっしゃいました。市民の皆様の健康意識向上と、早期医療介入の促進につながる有意義な機会とな

りました。

令和７年10月新任医師紹介

大
おおにし

西　紀
のりゆき

幸 先生

10月に消化器内科に赴任しま
した。地域の皆様に貢献でき
るように努力しますのでよろし
くお願いします。

消化器内科医師

玉
た ま き

置　栞
か ん な

名 先生

2025年10月より勤務いたしま
す。地域の皆様に貢献できるよ
う努めてまいります。どうぞよろ
しくお願いします。

循環器内科医師
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和歌山ろうさい病院との「病診連携システム」に参加されている「かかりつけ医」の
先生方をシリーズでご紹介しています。

診療科目　整形外科、理学療法科（リハビリテーション）、放射線科
	 麻酔科（ペインクリニック）
住　　所　〒649-6331 和歌山県和歌山市北野281
電　　話　073-462-6200

医療法人昭陽会  綿貫整形外科

No.71

　綿貫整形外科は平成4年5月1日に先代の綿貫昭則先生を理事長として開院されました。その

後、平成26年6月に現院長である匡則先生が理事長に就任され、現在は非常勤の先生も併せて

3名の医師が在籍しています。

　レントゲンやMRI、エコー検査等を院内で実施できることはもちろん、同グループに画像診断

センターがあることから、PET／CTなどの高度な技術も活用できます。

　また、有床診療所（19床）であるため入院での手術を行えることも特徴です。

　80～90歳代のご高齢の患者様が多いことから、骨粗鬆症の治療には特に力を入れており、

「地域の医療を支える一枝になりたい」という思いで日々の診療を行われています。

　和歌山ろうさい病院が今後も地域医療を提供し続ける上で、欠かすことのできない重要な連

携協力医療機関（パートナー）です。

「かかりつけ医」のご紹介

※休診日：木曜・土曜午後、日曜祝日、年末年始

院長  綿
わたぬき

貫　匡
あつのり

則 先生
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和歌山ろうさい病院（外来診療科担当医一覧表） 令和 7 年 11 月 1 日現在

お問い合せは TEL.073-451-3181（代）
FAX.073-451-3788（医事課直通）和歌山ろうさい病院 医事課

診診 療療 科科 ブブロロッックク 診診察察室室 月月 火火 水水 木木 金金 手手術術日日

①①番番 中中　　啓啓吾吾 若若﨑﨑　　久久生生 中中尾尾　　隆隆太太郎郎 若若﨑﨑　　久久生生 中中　　啓啓吾吾
②②番番 田田村村　　志志宣宣 中中尾尾　　隆隆太太郎郎 田田村村　　志志宣宣 中中野野　　雄雄斗斗 丸丸山山　　杏杏奈奈

大大伴伴　　裕裕美美子子（（午午前前）） 南南條條　　輝輝志志男男 北北　　浩浩光光
（（腎腎臓臓内内科科）） 【【第第２２週週休休診診】】 （（腎腎臓臓内内科科））

リリウウママチチ・・膠膠原原病病内内科科診診

－ －－ －－ －－ （（午午後後））
第第11・・33週週　　西西川川　　太太朗朗

リリウウママチチ・・膠膠原原病病内内科科診診
第第11・・33・・55週週　　岩岩田田　　慈慈

第第22・・44　　西西川川　　太太朗朗
（（午午前前））堀堀　　昂昂平平

（（予予約約患患者者ののみみ））
（（午午後後））小小代代　　麻麻由由

⑭⑭番番 －－ －－ （（午午前前））小小代代　　麻麻由由 －－

⑤⑤番番 前前部部屋屋　　賢賢 庄庄野野　　剛剛史史 庄庄野野　　剛剛史史 －－
⑥⑥番番 辰辰田田　　仁仁美美 －－ 前前部部屋屋　　賢賢 辰辰田田　　仁仁美美

内内視視鏡鏡セセンンタターー診診
深深津津　　和和弘弘

⑫⑫番番 与与田田　　武武徳徳 大大西西　　紀紀幸幸 湊湊口口　　仁仁史史 垣垣本本　　哲哲宏宏 串串上上　　遥遥香香

⑧⑧番番 小小川川　　真真未未 小小向向　　賢賢一一 林林　　泰泰 林林　　泰泰 山山本本　　康康徳徳
⑨⑨番番 西西大大條條　　俊俊幹幹 －－ 山山本本　　康康徳徳 －－ 小小向向　　賢賢一一
⑨⑨番番 上上田田　　美美奈奈 当当番番医医 伊伊藤藤　　恭恭平平 小小森森　　有有紀紀 上上田田　　美美奈奈
⑩⑩番番 西西川川　　香香瑠瑠 当当番番医医 西西川川　　香香瑠瑠 伊伊藤藤　　恭恭平平 小小森森　　有有紀紀

【【第第11週週目目】】神神経経・・発発達達

前前田田　　真真範範
【【第第４４週週目目】】神神経経・・発発達達

篠篠﨑﨑　　浩浩平平
第第11･･33･･55週週　　伊伊藤藤　　恭恭平平

第第22･･44週週　　西西川川　　香香瑠瑠

⑦⑦番番 山山本本　　基基 岩岩橋橋　　誠誠 宮宮澤澤　　基基樹樹 岩岩橋橋　　誠誠 山山本本　　基基
⑧⑧番番 桐桐山山　　茂茂久久 福福田田　　直直城城 桐桐山山　　茂茂久久 福福田田　　直直城城 宮宮澤澤　　基基樹樹
⑨⑨番番 －－ 山山本本　　裕裕介介 －－ －－ －－
⑩⑩番番 －－ －－ －－ スストトーーママ外外来来（（予予約約制制）） －－

脊脊椎椎セセンンタターー診診 手手外外科科診診
麻麻殖殖生生　　和和博博 峠峠　　康康

ススポポーーツツ整整形形診診
麻麻殖殖生生　　和和博博

⑤⑤番番 当当番番医医【【紹紹介介新新患患診診】】 瀧瀧口口　　登登 平平　　一一裕裕 大大西西　　麻麻紀紀子子 平平　　一一裕裕
当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医

【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】
⑨⑨番番 野野中中　　研研人人 －－ －－ －－ －－

【【第第１１週週目目】】
寺寺田田　　友友昭昭

【【第第２２週週目目以以降降】】
岡岡田田　　秀秀雄雄

第第11・・33週週　　小小山山　　佳佳輝輝 第第11・・33週週　　山山口口　　由由佳佳
第第22・・44週週　　川川口口　　匠匠　　 第第22・・44週週　　鐵鐵尾尾　　佳佳章章

⑭⑭番番 山山口口　　由由佳佳 第第５５週週　　  　　当当番番医医 第第５５週週　　  　　当当番番医医 －－ 小小山山　　佳佳輝輝
救救急急待待機機 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医

玉玉置置　　剛剛司司 内内藤藤　　古古真真 内内藤藤　　古古真真 内内藤藤　　古古真真 内内藤藤　　古古真真
（（乳乳腺腺外外来来））

（（予予約約患患者者ののみみ））
①①番番 下下松松　　達達哉哉 下下松松　　達達哉哉 坂坂本本　　翔翔一一 下下松松　　達達哉哉

【【第第１１・・４４・・５５週週】】坂坂本本

【【第第２２・・３３週週】】野野田田

①①番番 鈴鈴木木　　淳淳史史 井井口口　　孝孝司司 鈴鈴木木　　淳淳史史
②②番番 出出口口　　龍龍良良 出出口口　　龍龍良良 井井口口　　孝孝司司
⑩⑩番番 竹竹中中　　由由夏夏 佐佐藤藤　　ああゆゆみみ 助助産産外外来来（（予予約約制制）） 竹竹中中　　由由夏夏
⑫⑫番番 吉吉村村　　康康平平 吉吉村村　　康康平平 当当番番医医 当当番番医医
⑮⑮番番 谷谷本本    　　敏敏  竹竹中中　　由由夏夏 谷谷本本  　　敏敏  佐佐藤藤　　ああゆゆみみ

午午後後予予約約 －－ －－ 母母親親教教室室（（予予約約制制）） －－
坂坂東東　　肇肇 佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗
（（午午前前）） （（午午前前））

佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗
（（午午後後））

午午後後予予約約 －－ －－ 検検査査（（予予約約制制）） －－
⑤⑤番番 森森山山　　智智美美 森森山山　　智智美美 森森山山　　智智美美 福福田田　　祐祐也也

【【第第１１・・３３週週】】
頭頭頸頸部部外外科科外外来来

横横山山　　道道明明
睡睡眠眠時時無無呼呼吸吸外外来来
（（予予約約患患者者ののみみ）） －－ －－ －－

森森山山　　智智美美
午午後後 嚥嚥下下外外来来 第第22・・４４週週 嚥嚥下下外外来来
予予約約 福福田田　　祐祐也也 補補聴聴器器外外来来・・当当番番医医 福福田田　　祐祐也也
１１診診 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子
２２診診 当当番番医医 －－ 当当番番医医 －－ －－
IIVVRR 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷・・塩塩谷谷

放放射射線線治治療療 千千葉葉　　尭尭弘弘 千千葉葉　　尭尭弘弘 千千葉葉（（午午前前））予予約約患患者者ののみみ 千千葉葉　　尭尭弘弘 千千葉葉　　尭尭弘弘
画画像像診診断断 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医

第第１１・・２２・・３３・・44週週 第第１１週週
午午後後 －－ 総総合合((漢漢方方））外外来来 乳乳腺腺・・肛肛門門外外来来 －－

【【予予約約制制】】 辰辰田田　　仁仁美美 浦浦　　希希未未子子
⑦⑦番番 第第２２・・４４週週
⑫⑫番番 －－ －－ 漢漢方方外外来来 －－

神神人人　　美美報報子子
禁禁煙煙外外来来（（1144::0000～～1144::3300）） 肥肥満満外外来来（（1155::0000～～1166::0000））

庄庄野野　　剛剛史史 中中　　啓啓吾吾
（（注注11）） （（注注22））

　　11..小小児児科科のの午午後後はは、、予予約約者者をを対対象象にに専専門門外外来来をを行行っってていいまますす。。　　       セセカカンンドドオオピピニニオオンン外外来来のの詳詳細細ににつついいててはは、、地地域域医医療療連連携携室室

　　22..皮皮膚膚科科のの火火曜曜日日、、耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科・・頭頭頸頸部部外外科科のの火火曜曜日日、、泌泌尿尿器器科科のの水水曜曜日日、、眼眼科科のの木木曜曜日日はは手手術術ののたためめ休休診診でですす。。　　  　　　　     （（007733--445511--33118866））ままででおお問問合合せせくくだだささいい。。

　　33..母母親親教教室室はは、、毎毎週週木木曜曜日日  １１４４時時～～１１６６時時でですす。。（（予予約約制制））

　　44..助助産産外外来来はは、、毎毎週週火火曜曜・・木木曜曜日日  99時時～～1155時時でですす。。（（予予約約制制））

　　55..耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科・・頭頭頸頸部部外外科科のの木木曜曜日日のの午午後後のの診診察察時時間間はは、、１１３３時時～～１１５５時時ととななっってておおりりまますす。。

　　66..糖糖尿尿病病教教室室はは、、平平日日月月曜曜日日～～金金曜曜日日にに開開催催ししてておおりりまますす。。詳詳細細つついいててはは内内科科外外来来ににおお問問合合せせくくだだささいい。。

　　77..女女性性外外来来・・専専門門外外来来はは、、完完全全予予約約制制ととななっってておおりりまますす。。

　　　　おお申申込込みみはは、、勤勤労労者者医医療療総総合合セセンンタターー直直通通番番号号（（007733--445511--33330033））ままででおお申申込込みみくくだだささいい。。

　　88..各各診診療療科科のの専専門門外外来来ににつついいててはは、、病病院院代代表表番番号号（（007733--445511--33118811））をを通通じじてて各各専専門門外外来来ままででおお問問合合せせくくだだささいい。。 【【予予約約専専用用電電話話】】　　　　007733--445511--33118866
　　99..前前月月かからら変変更更ががああるる部部分分ににつついいててはは網網掛掛けけでで標標示示ししまますす。。

—

※※他他院院かかららのの紹紹介介状状ををおお持持ちちのの際際はは、、必必ずず診診療療予予約約ををしし
てて頂頂ききまますすよよううおお願願いいいいたたししまますす。。
《診療予約をせずにご来院されますと、担当医師が対応で
きない場合があり、また対応可能な場合でも、待ち時間が
かなり発生いたしますので、前もっての診療予約をお願い
いたします》

－－ －－ －－

放放 射射 線線 科科 －－

女女 性性 専専 用用 外外 来来
【【 完完 全全 予予 約約 制制 】】 ＡＡ －－ －－

火火・・木木

⑥⑥番番 福福田田　　祐祐也也 －－ 福福田田　　祐祐也也

－－

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科 DD

月月・・木木
⑥⑥番番 －－ －－

耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科・・頭頭頸頸部部外外科科 CC 休休　　診診 火火・・水水・・金金

眼眼 科科 DD

佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗 佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗

－－

火火
②②番番 野野田田　　莉莉佳佳 坂坂本本　　翔翔一一 野野田田　　莉莉佳佳

泌泌 尿尿 器器 科科 CC 休休　　診診 水水・・金金

皮皮 膚膚 科科 DD 休休　　診診

林林　　宣宣秀秀

火火・・木木

呼呼吸吸器器・・乳乳腺腺外外科科 ＡＡ ③③番番 月月

脳脳 神神 経経 外外 科科 AA

⑫⑫番番 林林　　宣宣秀秀 岡岡田田　　秀秀雄雄 当当番番医医

⑬⑬番番 鐵鐵尾尾　　佳佳章章 －－ 川川口口　　匠匠

（（乳乳腺腺外外来来）） （（乳乳腺腺外外来来））

月月・・火火・・水水・・木木・・金金

整整 形形 外外 科科 BB

③③番番 中中谷谷　　如如希希 中中谷谷　　如如希希 岩岩田田　　勝勝栄栄

月月・・火火・・水水・・木木・・金金

④④番番 峠峠　　康康 岩岩田田　　勝勝栄栄 瀧瀧口口　　登登 野野中中　　研研人人

⑥⑥番番

外外 科科 BB

－－

循循 環環 器器 内内 科科 AA 火火・・木木

小小 児児 科科 CC －－特特診診⑨⑨ 小小森森　　有有紀紀 上上田田【【予予防防接接種種】】 伊伊藤藤　　恭恭平平 上上田田　　美美奈奈

特特診診⑩⑩ －－ 西西川川　　香香瑠瑠 小小森森　　有有紀紀
心心臓臓外外来来

土土橋橋　　智智弥弥

玉玉井井　　秀秀幸幸 玉玉井井　　秀秀幸幸

－－

消消 化化 器器 内内 科科 BB
⑪⑪番番 当当番番医医 江江守守　　智智哉哉 深深津津　　和和弘弘 江江守守　　智智哉哉

－－

休休　　診診

－－

血血 液液 内内 科科 AA ⑩⑩番番 阪阪口口      臨臨  休休　　診診 阪阪口口　　臨臨 休休　　診診 休休　　診診 －－

⑪⑪番番 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛

内内 科科 AA －－

⑦⑦番番 －－ －－

⑪⑪番番 － － － －

⑩⑩番番

脳脳 神神 経経 内内 科科 AA 休休　　診診

呼呼 吸吸 器器 内内 科科 AA

肝肝 臓臓 内内 科科 BB ⑬⑬番番 玉玉井井　　秀秀幸幸 岡岡村村　　順順平平 玉玉井井　　秀秀幸幸

産産 婦婦 人人 科科 DD

（（乳乳腺腺外外来来）） （（乳乳腺腺外外来来））

休休　　診診

休休　　診診

健健診診セセンンタターー【【予予約約制制】】専専 門門 外外 来来

－－ 休休　　診診

⑤⑤番番

⑦⑦番番

和歌山ろうさい病院（外来診療科担当医一覧表） 令令 和和 ７７ 年年 １１ １１ 月月 １１ 日日 現現 在在


